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蚕都くらぶ・ま～ゆという上田地域通貨モノコト交換制度は､地域で暮らすひとびとがお互
いに助け合って楽しく暮らすための制度です。 

私たちは､この地域の豊かな自然やひとびとの知恵･技術･経験･人柄を地域の宝と考えます。
その宝を活用することで､より豊かな地域と人間関係を目指しています。 

蚕都くらぶ・ま～ゆは､地域通貨を使って人と地域をつなぐシステムです。 
❖  人と人との新しい関係が生まれます。 
❖  自分の能力を再発見できます。 
❖  人が活き活きすることで､地域が元気になります。 

わたしたちの願 い 

 

「ネパール バシュファント学校にて」 

授業中にお邪魔すると昔の僕の様な

子供を見つけた。 

懐かしくてシャッターを切った。 

ヤスこと直井保彦 



私たちは､この地域の豊かな

自然やひとびとの知恵など

を地域の宝と考えます｡ 
 

私たちは､自然と知恵

を地域の宝と信じてい

ます｡ 
 

ありがたいなら 

いもむしゃくじら 
 

ありがタイなら 

芋虫はくじらです 
 今月のハッピーバースデイは 

ヒデさんとまるちゃん 
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３年ぶりの生ビール大会  №21 つゆくさ 

 ここ二回ほどスケジュールがかみ合わず、今年は久しぶりの参加とな

りました。会場に着いた頃にはもう皆様半分くらいの方出来あがってい

た感じでしたね！！ 

 浴衣姿の安井さんはじめ、ヒデさんの甚平？作務衣？姿もなかなか

場を盛り上げていましたよ～！！吉川さんご夫妻の元気な姿も拝見し、

3年前？「スタジオ１０１」のカラオケで盛り上がったのを思い出しました。 

 ヒデさんに自己紹介をと言われたのですが、この年（５？）して、いま

だ大勢の前で話すのが苦手で、頑なに拒否してゴメンナサイです。次

回参加の時は、

自己紹介代わり

に「コカリナ」で

も吹かせてもら

いますね。演奏

を間違えたらご愛嬌で許してくださいな。人と交わるのは好

きなので、可能な限り参加したいです。特にアルコール有

りの席は喜んで参加します。役員の皆様、準備から片付け

まで本当にご苦労様でした。 

 

 

９月のま～ゆ市は ゲームで遊びました  

 

 

 

 
 

｢しっかり伝えてね｣ ｢難しいのはいやだね｣ ｢え？なに｣｢もう一度言うからね｣ 

ほかにも こんなのがありました｡ 

 

 

 

 

 

３組のグループに分けて伝言ゲームをしました｡ 

一列になって、列の先頭の人に元となるメッセージを伝え、伝えられた人

はその言葉を次の人に耳うちし、それを繰り返します｡最後の人は自分が聞

かせてもらったと思う言葉を発表して正確さを競いました｡ 

最初は短い文章で､２回目はちょっと長いのを伝えていきました｡ 

だんだん崩れていくのですが､こんな傑作に大笑いしました｡ 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%9B%86%E5%9B%A3
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%83%83%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%82%B8
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第2回 №.147 かっとまん  

 

9月17日9時前､前回の解散場所､信濃国分寺資料館に着くと皆さん口々に

「お早うございます。今日も宜しく」と挨拶。その中の一人の  ジンズーさんは

続いて「・・・宜しく！」､私も愛想よく「はい､こちらこそ宜しく」と当たり障りのない

返事。「何が宜しく？」と疑問に思い､「え？」と聞き返したら､「感想文ありがと

う。」と先手を打たれました。一応メモでも取っておこうと準備しました。これがま

た失敗。「早速メモを取っているのね」と言われ､憂鬱な散策が始まりました。

都々平さんから「感想文書けた？」と言われメモを探したが見つかりません。メ

モすら紛失するようで悲しくなります。 

今回の信

濃国分寺から

西上田駅までは知っているつもりでしたが､ヒデさ

んの説明と､皆さんの思い出話を聞きながらの散

策は新鮮でした。北国街道には色々な説がある

ようですが､折角だから軽井沢追分から直江津ま

で時間をかけて歩いてみたいねと話が弾みまし

た。 

疲れた頃「平八郎茶屋」に着き､涼しい洒落た部

屋をお貸し頂け､弁当を楽しみました。 冷たいお茶と漬物まで出して頂き､すっかりくつろぎ､このまま畳の上で昼

寝と気持ちが動きましたが､そこは「ま～ゆ」の物好き､暑い中をもう一息と散策再開。 

上田藩御用商人「木屋平（きやひら）」の「丸山平八郎」は廃藩置県

で切り売りされていた上田城周辺を購入し､のちに本丸跡地を上田市

に寄贈しました。映画のロケーションなどで知られる「丸山平八郎」私

邸は､常磐城 3 丁目矢出沢川高橋のたもとに在り､母屋は「平八郎茶

屋」に､文庫蔵は「赤松小三郎記念館」に再建されています。 

正福寺では寛保２年

（1742年）7月末の 7日

続いた大雨で千曲川の

水位が 10m を超え､小

諸方面からも大量の死骸が流れ着いたそうです｡弔いのための千人

塚に思いを馳せました。 

一行12名､日射病にもならず､3時前に西上田駅に無事到着､ご苦

労様でした。 

 

七田チャイルドアカデミー上田教室  №11竹田 

● 体験レッスンの20％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい 

上田市中之条101-1利幸第2ビル201号 

℡23-2952 

吉 崎 酒 店    №126吉崎 
● 輸入元より直接仕入の厳選されたワイン 

● 和・洋酒各種･又健康に良いものいろいろ 

● 全商品５％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい 

上田市中央3-7-7 ℡22-0300 Fax22-4525 

 

 

甲田はきもの店      №39甲田 
● ご利用金額の10％まで｢ま～ゆ｣をお使い下さい 

● 靴、草履、下駄などの修理は20％まで使えます 

上田市中央4-6-24 ℡22-1272 

我孫子
わ び こ

設備設計    №33 Aya(我

孫子文子) 
● 上下水道・水まわりの修理 お引き受けします 

● 消費税分「ま～ゆ」をお使いください 

上田市諏訪形113-1 

℡&Fax 26-2679 

 

℡22-1272 



ま～ゆの集合はみなさん早い！集合場所の珈

琲哲学の前には、すでに皆さん集合！時間より

早めに行って余裕だ！と思っていた私がビリで

した。天気にも恵まれ、ミーすけさんの後ろにつ

いて、色んな花の名前を教えてもらいました。し

かーし、登山から 4日しか経っていないのに、覚

えた名前は「ヤナギラン」しかすぐ出てきません。

せっかく教えてもらったのに覚えが鈍くてすみま

せん。たまちゃんと、辛口さんの絶妙なコンビが

面白かったです！！これからも、こんな楽しい山

登りが続けられたらいいな！と思います。 

№231どんちゃん 
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５年ぶりの烏帽子登山でした。ま～ゆの仲間と

一緒の登山は何度行った山でも楽しさが格別で

す。１２人が一列に並んで前後になった人と大き

な声で話し、笑い、ちょっとした情報を得て歩き

ました。アキノキリンソウが黄色の花を、ノリウツギ

が白い花を咲かせ、ヒヨドリ花にはアサギマダラ

が５～６羽とまって蜜を吸い、近づくと優雅に飛ん

でゆきました。 

頂上からは四阿山方面が見えましたが、北ア

ルプスは見えませんでした残念。 

最高に良かったけれど、違ったシーズンにも

来たいと思いました。 

№55 ミーすけ 

山はいい 

空気がいい 木々の緑や

花がいい 下界に居るときの

些細なことに煩わされていた

ことも山の空気にあうと忘れ

てしまう。同じ仲間と、汗を拭

きながら登るのはとてもい

い。山に登れて感謝 連れて

きてくれてありがとう。 

№119 たまちゃん 

「今回は、天気にも恵まれツリガネニンジン、マ

ツムシソウ等秋の花が満開でした。頂上でのお昼

時にはトンボがどこからか急に湧き出てきたかのよ

うに群れ飛んで歓迎してくれました。賑やかな会

話にも花が咲き、とっても楽しい登山でした。ツツ

ジの時期もいいけれど、初秋の烏帽子岳も最高。 

№159 じゅんちゃん 
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湯の丸のつつじを見ながらの烏帽子登山が７月１日

に計画されましたが、大雨のため中止となり、改めて夏

に実施され参加させていただきました。烏帽子岳につ

いては上田に来てからいつも気になる山で、上田盆地

のどこからも見え、先端は初冬にいち早く白くなり、春

には最後まで雪で白く見え、その憧れともいうべき烏

帽子に初登山できたことは感激でした。登山途中の多

くの植物の案内も、名前を覚えてはすぐ忘れ、記憶に

とどめることができませんでした。唯一覚えている植物

としたらアザミで花の元を触ると粘り気があるのはノア

ザミで、粘り気のないのはノハラアザミとのこと、覚えま

した。カメラの電池も途中で切れ、この目で見たことが

一番脳裏に焼きつきました。 

№294 ねこ 

汗はタラタラ心臓はバクバク、やっ

と頂上に着いたと思ったら「頂上は

向こうに見える山よ」、エーッまだな

の？・・・結局私はビリで登頂。 

でも登山途中で見たピンク色の

ヤナギランの花、淡い紫色のマツム

シソウやツリガネニンジンの花等が

目を和ませ、又ヒヨドリバナの蜜を

吸って人懐こく飛び回っているアサ

ギマダラを見られた事にはとても感

激でした。ごんべえさんとたまちゃ

んの掛けあい漫才も楽しかったで

す。下見をしてくださったミーすけさ

んときよちゃんに感謝。 

№287 ジンズー 

いつも見ている烏帽子、楽しみにしていましたが、暑

がりの私には残暑が厳しく、足の痛みもあり、心配しな

がら参加しましたが、お陰さまで楽しい皆さんとヤナギ

ランなど沢山の山野草に励まされながら、久しぶりに烏

帽子の頂上に来ることができました。下山は気分も良

く、途中から違うコースを歩いたのも良かったです。途

中の暑さは大変でしたが、企画してくださったレクリエ

ーションチームと、一緒に登ったま～ゆの皆さんのお

かげで私も笑い、たくさんの笑顔に会えました。ありが

とうございました。途中、浅間ぶどうを いくつか つまみ

食いしましたが、下山してから国立公園と聞き シマッタ 

採ってはいけないのに！…反省です。№155 黒柳由

紀子  

 

烏帽子岳は５０年以上前に小学校の集団

登山で登ったとき以来で、真に半世紀振り

の思いで深い登山となりました。天気もよく

下界の猛暑を忘れさせ、気分爽快、アサギ

マダラとトンボの乱舞に酔い、高山植物の

咲き誇る自然が疲れた体を癒し、最近の乱

れた世情が別世界のように楽しかった一日

でした。 №328 今井淳夫 

都市･建築工房 №130ヒデさん(竹内秀夫) 

● トラブルの多いリフォームだからこそ 

お任せください 

● 家のことなら何でもお気軽にご相談ください 

● 消費税分「ま～ゆ」が使えます 

上田市御所274 

℡28-7532 fax 28-8190 
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｢信頼｣という絹糸に包まれたま～ゆコミュニティ  
 

安房マネー事務局 林  良樹  

 9月 8日土曜日､地域通貨「ま～ゆ」を運営するメン

バーに招かれ､長野県上田市へ講演に行った。新幹

線の車窓から見える上田の風景は､四方を山々に囲ま

れ､田園と住宅地､そして中心の都市部が見え､街と自

然が近くバランスの良い街だった。そして山に包まれ

たその母性的な風景に僕はなぜか､あーここはいい街

だなって直観した。アチコチ放浪していた僕には土地

のオーラみたいなものを感じるアンテナが立っている

のだ。うん､間違いない。ここには素敵な「気」が流れて

いて､きっと素敵な人達がいるに違いない。そーゆう土

地とはあるものだ。 

駅の改札を出ると､ま～ゆの「かっとまん」がお迎え

に来てくれていた。 

ここでは､みんなニックネームで呼んでいる。僕の親世代に近い年代の多い「ま～ゆ」の運営メンバーは､年齢を

感じさせない程､みんな若々しくまるで少年少女のように純真なハートを持ち､ニックネームで呼び合って本当に楽

しそうに交流している。公民館の会場に着き控え室の和室へ入ると､「コラボ食堂」のお弁当を用意して､「ま～ゆ」の

中心メンバー達が待ってくれていた。 

そして地元野菜中心のとても美味しくヘルシーなお弁当を食べた後､それぞれ自己紹介をして頂いた。今回の

講演の段取りをしてくれた「ヒデさん」（上田のフリーハグの伝道師）､そして代表の「ケイちゃん」､「都々平さん」､「ふ

かちゃん」､「かっこうさん」､「にゃんこ先生」､「ミーすけさん」､「ごんべえさん」､「辛口さん」､「はづきさん」とみんな魅

力的な人達だ。 

公民館のホールへ入ると「スマイル・レボリューション 希望の種を播く」というタイトルが手書きで書かれた大きな

垂れ幕が吊るされていた。会場には40名くらいの方が来て下さり､僕はパワーポイントで写真を見せながら､この13

年間の鴨川ライフの軌跡を聞いて頂いた。そして､講演後の質疑応答では活発な意見交換が行われた。その後の

懇親会では､ま～ゆの中心メンバーと楽しい時間を過ごさせて頂いた。 

夜は近所のビジネスホテルへ一泊し､翌朝ケイちゃんがホテルまでお迎えに来てくれ､棚田再生プロジェクトをし

ている須川の棚田へ案内してくれた。棚田にはヒデさんが待ってくれていた。須川の棚田は素晴らしいロケーショ

ンだった。 

里山に挟まれた谷津に棚田が続き､遠くには雪を抱いたアルプスが見えると言う。あいにくその日は見えなかっ

たが､見られる日と見られない日があるというのもそれは魅力的な資源だと思う。しかし､須川の棚田もすでに 1/3

以上は荒れていた。イノシシが荒らし始めたこの棚田の維持管理､そしてこの村人とのコミュニケーション等､鴨川

の取り組みを話しながら須川のこれからの方向性と課題について意見交換した。その後､棚田のある山を車で下り

ると､すぐに住宅地があり､ちょいと走ると街の中心部がある上田はとてもコンパクトシティーだ。 

それから､ま～ゆ会員でシェアしている市民農園「秋和菜園」を見学させて頂いた。無農薬､無化学肥料を農園の

条件とし､後はみんな自分の区画内で自由に作物を作っていた。「秋和菜園」から車で数分走ると､ま～ゆの事務局

がある寿限無(じゅげむ)に到着した。ここは､都々平さんとミーすけさんの自宅だ。都々平さん夫妻が自宅を開放し

て､ま～ゆのコアメンバーが定期的に集まっているま～ゆの中心的な場所だ。 

ここで隔月発行される会報誌が編集され､なんと毎号 A4 サイズ 20 ページもあるボリュームの会報誌を､この 10

年間発行し続けているという。さらに会報誌が発行されない月には､来月の活動予定をはがきにプリントした「ま～

ゆ通信」も郵送している。もちろんメーリングリストもあり､さらに公民館で毎月行われる「ま～ゆ市」で会員同志の顔

の見える交流の場もある。 

事務局には印刷機まであり､都々平さん夫妻のサポートは強大だ。都々平さんの名刺には「ま～ゆは私の命で

す」と書いてあるくらいだ！これだけのことが可能なのはま～ゆがみんなから大切にされ､運営スタッフの層が厚く､

多くの協力者がいるからだ。 

ま～ゆの中心メンバーは､安房マネーに比べると 
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年齢層が高く定年退職者が多いので､子育て世代の多い安房マネーとは状況が異なるので単純に比較することは

出来ないが､ここまできめ細かなサービスをボランティアで継続出来るのには驚いた。また､安房マネーは Iターンの

移住者が多いのに比べて､ま～ゆはIターンとUターンと地元住民がバランス良くネットワークしているところも素晴ら

しい。 

この上田という土地を愛し､新しい地域コミュニティを創ろうと同じ想いを持つ有志が10年間もま～ゆの活動を支え

て来たのは凄いことだ。 

地域通貨は 2000 年に入ると日本中でブームが起こり､地方に何百と地域通貨が誕生したと言われているが､現在

その多くは自然消滅していったそうだ。しかし､通帳型地域通貨が日本でこれほどまでに土地に根ざし､生きて､愛さ

れ､10年間も継続してきたのは､上田のま～ゆと南房総の安房マネーぐらいだろう。（他にあったら､ごめんなさい） 

通帳を開くと安房マネーと同じスタイルで､ま～ゆをやり取りするバランスシートだ。 

それは､助成金もなく､行政主体でもなく､法人化もせず､あくまで市民のための自発的で手作りの草の根活動であ

り､損得抜きに心から市民が主体的に運営して来たからだろう。 

急速に工業化と都市化が進んだ「北」の国では､個人主義が行き過ぎてコミュニティが崩壊してしまった。しかし､

人は一人では生きられない。かといって古い保守的で閉鎖的なコミュニティも息苦しい。世界中の多くの市民は､今､

もう一度コミュニティを求めている。自由でオープンな新しいコミュニティを。 

ケイちゃんがま～ゆの運営で大事にしていることを後日メールで伝えてくれたが､これが安房マネーの根っこに

流れている精神と共通していると思う。 

・個人の自由と自主性､主体性の尊重。 

・やってみたいと思ったことは､否定しないで､とにかくまずやってみる。 

・一人ひとりの持っている力を発揮できる場を多様につくる。 

・これまでの組織運営のあり方に囚われない､柔軟でフットワーク軽く動ける運営にする。 

・大量消費文化から脱却し､身の丈にあった新しい文化を自前で創造する。 

・「常識」とされているものを疑ってみる。 

・自然のリズムを尊重し､活動も結果を急がず､過程を楽しみながら､じっくりゆっくり育つ土壌を作る。 

こんな風に文章化したことはないがフムフムなるほど～､確かにそうだと僕は深くうなずいた。 

そして､このま～ゆのネットワークから様々な活動が生まれている。 

毎月公民館で開かれる「ま～ゆ市」､多彩な会員さんを講師に招く勉強会「ま～ゆ寺子屋」､「地域通貨ま～ゆ」の自

費出版､「この指止まれプロジェクト」､大豆の自給から始める「味噌作りプロジェクト」､市民農園「秋和菜園」､須川の

「棚田再生プロジェクト」､持続可能な地域づくりのシンポジウム｡ さらにその活動は、ワンデイシェフシステム「コラボ

食堂」､NPO 上田市民エネルギーの「相乗りくん」､「つながるパレード」､「つながるマーケット」､「みんなの家プロジェ

クト」･･･と他団体ともつながり､上田市に広がっている。3.11 以降は､若い子育て世代や他団体とのつながりも広がっ

て来ていると言う。 

グローバル経済の嵐が世界の隅々まで吹き荒れ､自然環境とコミュニティを破壊していく「お金中心」の大量消費

社会から､地域通貨ま～ゆはまさに繭のように上田の人々を「信頼」という絹糸で覆い､コミュニティで自分たちが暮し

やすい地域を創造している。 

ま～ゆは人と人がつながることで､一人ひとりの夢を叶えていく「創造のネットワーク」なのだ。これも安房マネーと

の共通点だと感じた。 

今回の上田滞在で､僕はま～ゆに深く感動した。そして上田の取り組みは鴨川のコミュニティづくりの参考になり､

僕の方こそ勉強させて頂いた。日本では下火になっていると言われる地域通貨だが､実はそんなことはない。地域

経済の活性化という面だけで見ると大きな数字の動きは見られないが､GDP という数字には決して現れない「豊かな

生活」を市民同士の交流で創造しているのがこの通帳型地域通貨なのだ。 

通帳型地域通貨はポスト 3.11 の地域コミュニティを再創造するツールとして､これからもそ

の役割を果たすだろう。 

そして今年の11月13日（火）～14（水）には､信州山国の上田からま～ゆのみなさんがバス

に乗って太平洋に突き出た房総半島の鴨川へ視察＆交流に来てくれる。上田のみなさんに

僕の愛する棚田の村を案内し､安房マネーの仲間たちを紹介するのが楽しみだ。そして上田

と鴨川､楽しく交流し､刺激し合い､お互いもっともっと素敵なコミュニティを育てて行こう。 

世界の「平和」とは､こういう「足元の暮らし」から始まるのだと思う。 



民主的な香り  №２ ごんべえ  

高校 2 年の頃親しくなった友人の家に遊びに行った時

のことです、小学校の校長をしておられたお父さんとお母

さんに初めてお会いしたのですが、その話し方・話の内

容・物ごしと 私の知っている家庭の雰囲気とは全く違って

いました。その時、当時大学生だった兄さんがガールフレ

ンドを連れて帰ってきてあいさつしてくれました。そのスマ

ートさといったら…さらにその彼女が泊まって行くとのこ

と、目を白黒させている私にお母さんは「あの二人はもう大

人で婚約もしています。彼らが決めることです」とさらりと言

われたのです。民主的な香りを感じた瞬間でした。 

日ごろ我が家では親父が「民主的とは…」と、おりに触れ

言っていました。しかしその言葉とは裏腹に家庭内は親父

の独裁でした。その夜、私は独裁者に向かって行きまし

た、昼間感じたあの確たる香りが勇気をくれたのです。 

 

好きな香り･嫌いな匂い･ 
忘れられないあの香り 

263 あきちゃん  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●好きな香り 

ガソリンスタンドの匂い 

雨の降る前の雨の匂い 

山の頂上の澄み切った空気の匂い 

(テルミーの匂い 
 

● 嫌いな匂い 

(新しいものの匂い（例えば車、本、洋

服、家など） 

(ファミリーレストランの匂い（いろんな

匂いがまざってる） 

(油の匂い（ガソリンはいいんだけど…

笑） 
 

●忘れられないあの香り 

小学生の頃、知人のおじさんに富士

山に連れて行ってもらい、山頂に着い

た時の空気の匂い！小学生ながら、

何度も何度も深呼吸したのを覚えてい

ます。空気ってこんなにおいしかった

っけ？って思った！ 

大好きな香り  №204かっこう  

春には、梅の香りや、雪柳のほのかなかおりがすきで

す。 

くちなしの香りも良いですね。大好きな香りはまだまだ沢

山あると思いますが、花を持って幸せを感じるときはとても

うれしいですね。 

ラベンダーは、余り近づかないでほんのりと味わいた

い。 

金木犀は、芳香剤に使われているので、なるべく近づか

ないようにしています。 

冬はヒイラギの花がほのかに香り、目立たない静かさが

好き。 

「あなた、こんなところにいたのね！」と思わず近づいて

いきます。 

ハーブの香りも良いですね。 

ただ、余り香りの強いアロマテラピーは、苦手です。 

海野町に知人が酸素バーを始めた

ので行きましたら、お店に入った途

端、匂いに酔ってしまいました。香りの

ない酸素にしてもらってやりました。 

その後は私が行くと必ず香りを抜い

てくださいました。 

昔、香水用のクリームをお土産に貰

ったときも、早速使って見たら、匂いに

酔って後は使う事が出来ませんでし

た。 

自然のほんのりと香る、花の香りが

一番好きですね。 

 

 －７－ 

ま～ゆ会員にききました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



萩の花のかおり  №186 あつこ  

去年私の姪が若くしてこの世を去りました。姪が卒業して２０数年に

もなるのに葬儀の祭壇には｢浦里小学校一同｣と書かれた供花が飾ら

れてありました。新盆のときにも｢浦里小学校一同｣と書かれた供花が

真新しい仏壇の横に飾られてありました。こんなに暖かい心を持った

人たちが卒業した浦里小学校が火災にあってしまいとても悲しい気

持ちになりました。彼岸の墓参りに行き、｢浦里小学校｣と皆さんを守

ってね！！と姪のお墓に手を合わせました。どこからか萩の花の香り

がしてきました。 

 

 

上田のにおい№169 ゆっこちゃん  

辞書に、においを表す漢字は二つあります。一つは｢匂

い｣よいにおい、香りともいいます｡他の一つは｢臭い｣で、

いやなにおい、くさいともいいます。さて、時は昔、昭和22

年ごろ、終戦直後の私たちは中国から引き揚げて父の郷

里上田に住んでいました。当時中学３年だった私は、ある

日学校からの帰り道で、今まで一度もかいだことのない不

思議なにおいが、町に漂っているのに気がつきました。白

壁、黒瓦の土蔵の並んだ街角でした。何のにおい？何か

を煮ているにおいでした。魚？いいえ。私の好きな大根？

いいえ。それは漢方薬のような、でももっと生々しいにお

いでした。私は隣の友達に聞きました。｢何のにおい？｣彼

女はことも無げに言いました。｢かいこよ｣かいこ？あのザァ

ーザァーと雨が降るような音をたてて桑の葉を食べていた

｢かいこ？｣。｢そう、糸を取るためにまゆを煮ているの｣。そ

の瞬間、私の頭の中に熱湯の中を上下する無数のまゆが

浮かびました。人はかいこの生命を犠牲にしてあの美しい

絹糸を得るのだという悲しい現実をそのにおいが否応なく

私に示してくれたのです。今の上田で私はこのにおいを

かぐことはありません。きっと工場の中に閉じ込められてし

まったのでしょう。このにおいが｢匂い｣か｢臭い」であるか

はわかりません。でもこの「上田のにおい」はその後上田

を離れても上田の思い出の中にしっかりしまい込まれて忘

れることができません。人はいろいろなにおいを思い出の

中に閉じ込めて生きているのでしょう。お母さんのエプロ

ンのにおい、熱い味噌汁のにおい、折れたクレヨンのに

おい…できれば幸せな思い出に結びついた懐かしいに

おいを一つでも多く持ちたいものだと思っています。 

蛇足ですが､ゆっこちゃんとま～ゆ(繭)のご縁は潜在的

にあったのでしょうか｡ 

西宮と上田をつないでいるのはもちろん絹の糸！で

すね｡(編集子のつぶやき) 

 

嗅覚  №136 にゃんこ先生  

記憶に刻まれた香りは時を経ても決して

忘れられません。それを嗅ぐと、現在との間

に存在する時間と空間は瞬時にふっとびま

す。その速さといったら、怖いくらい。だか

ら、ヒトの五感の内で、嗅覚は最も野性に近

い気がします。過去からやってくるその香り

を、鼻は無防備にもいきなり嗅いでしまい、

胸が切なくなります。よみがえるのが楽しか

った思い出だとしても、つらかった思い出だ

としても。 

ＯＬだった頃、後輩に体臭の強い女性が

いて、その匂いはかなり強烈だったようで、

他の社員はみな必要以上に彼女に近づか

ないよう敬遠していました。でも私はなんの

匂いも感じなくて、近くの席にいても全く平気

でした。人によって聴こえづらい音域というも

のがあるように、私には感知できない匂いが

あるらしいです。 

 

 

－８－ 

西洋占星術・ヒーリング 

№267くらげ(水沢） 
● タロット・自然療法・不思議いろいろ 

●  ま～ゆ会員は2割引。 

さらに半額までま～ゆ払い可能です。 

●  障害や不具合をお持ちの方の介護や 

お手伝いも、ま～ゆで承ります 

(介護福祉士) 

上田市中央東 1－19 

連絡先:090-2755-1383 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



香りの思い出  №197お甲
●さんま（秋刀魚） 

北海道庁を尋ねたとき、テント村が立ち、サンマの

匂いと煙がたなびいていた。 

根室のサンマを

一匹 150 円で販売

していた。自分で焼

くとこんがりとはい

かない。早速、買っ

て食べた。欲を言

えば、下ろし大根と

レモン等があれば

尚良かった。 

この焼き魚は、こ

の秋一番の味であ

る。 
 

●きんもくせい（金木犀） 

身延山を訪れたとき、どこからか例の香りが漂って

きた。 

信州ではまだこの花の香りはしない。 

以前よりこの花の香りが好きで神奈川に住んでい

た頃、近くの寺の入口にきんもくせいのオレンジ色

の並木があって、秋の訪れを知った。 

 

 

身に染み付いてしまった｢けち臭さ｣と｢貧乏臭さ｣ №50都々平  

｢今日は天気が悪いから風呂は休み｣｡太陽熱温水器で沸かない日の我が家は休浴日です｡ 

台拭きは醤油で染まったような色になっても、ボロボロで穴が空いたって現役で通します｡ 

ティッシュの代わりに電話帳をばらして鼻をかんだりしています｡ 

数え挙げたらきりがない｢けち臭さ｣｡ 

私とミーすけは､あれもこれも違う所だらけなのに(見合いでこんなこと分かるはずもないのに)これに

ついては一致して４０年余同居してこられました｡ 

同じようでも二人は微妙に違います｡ミーすけは｢身に付いているものを離したくない派｣ですから、

着る物・履く物の数の多さは半端じゃなく､私のそれらは収納の隅の方に遠慮がちに置かせてもらって

います｡ 

私と言えば｢チビチビ使う､代用品で間に合わせる派｣で貧乏臭さがぷんぷんしています｡上田弁の

“げーもねえ„がいつも頭から離れません｡ 

近年｢けち｣は“エコの香り„に進化して､そろそろ死語になるかもしれません｡ようやく肩身の狭い思い

をしなくなりました｡ 

香り､匂いについて  
 187なみさん  

香りとにおいの違いを辞典で調べると、

香りは｢弱いけれども、はっきり感じられる

いいにおい」匂いは「そのものからただよっ

てきて、鼻に感じられるもの」臭いは、｢鼻に

くさく感じられるにおい」とあった。 

匂いの好みは、生い立ち、体質などから

か個人差があるが、通常、好ましい、くさ

い、といわれる匂いはある。 

嗅覚ではない、イメージの表現で、｢芸術

の香り｣｢若さが匂う」というように用いることも

ある。 

匂いは、記憶に残り、蘇える。 

金木犀の匂いは、古都を歩いた時の情

景を。子供の頃に、薔薇の香りが梅干しの

ようだと感じ、今同じ香りに出会うと嬉しくな

る。 

それと雨上がりの匂い。雨にうたれた

草、木、花、土、の匂いが浄化した空気に

溶け込む。これは子供の時、夕立の後に感

じた匂いの記憶からだと思う。なつかしい、

伸び伸びとした気持ちになる。 

身につけるものは、無臭のものを選ぶよ

うにするが、時折香りで、気分を変えるのも

良い。 

 

 

－９－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ポプリ  76 ぶんちゃん  

15年前、ハーブ教室に数年入っていました。その時にいくつものポプリを作りました。 

花を摘んで乾かす、乳鉢でスパイスを砕いたりする。自分に合う香りを作ります。もっともポピュラーなドラ

イポプリ 

ドライポプリに対してモイストポプリがあります。半乾きの花にたっぷりの塩を掛けます。私は冬に生の水

仙と松の葉を、透明のびんに入れました。黄色と緑と塩の白の色の調和が素敵で、何年もびんの中にありま

した。 

この間箪笥の中に、10 年も前につくった「オリエンタルポプり」が入っていました。（白檀、シナモン、パー

チェリー、ナツメグ、インセンスコーン）などです。白檀はインドなどで紀元前 5 世紀ごろ、すでに高貴な香

材として使用されていたそうです。いまでも香りがあり時々嗅いでいます。 

冬になると、ユーカリやラベンダーのエッセンシャルオイルをローソクで焚いて、風邪予防や香りを楽し

んでいます。ローズの香りは甘くていい香りですが値段がすごく高くスポイトで1滴ぐらい時々入れて使用し

ます。 

香りといえば私はポプリを思い出します。今年もラベンダースティック7本ぐらい作ってあります。ほしい方

にはさしあげます。 

 

 

 

私の香り  №45ばくちゃん  

「あのね、正確に弾いてはいるんだけれど～、音楽じゃあないのね、香りのない・・・」 

教授の言葉が香りのない写真のようなと続いたのか、造花のようなと続いたのかは覚えておりませんが、

香りのないと言った時の教授の困ったような顔は今でも思い出せます。 

当時、私は教員免許取得を目指す大学生でした。自他共に認める理数系の人間で音楽は全くの不得手

でした。しかしピアノの単位をいただかないことには免許取得は出来ません。楽譜通り正確に弾く練習を真

面目に繰り返して試験に臨んだ、その時のことでした。 

何とか、単位をいただいた後も、「香りのない・・・」の一言はずっと心に引っかかっていて、どの香水が似

合うかしらと香水に凝った程でした。香水を付けてもどうしようもない別の問題であることは理解しておりまし

たが。 

それから、10 年程たち、幼い娘を両親にみてもらいながら仕事に励んでいた時期に「生活臭の無い人

ですね。」と、同僚に言われました。 

生活臭が無いわけがない、家に帰れば娘を背負ったまま家事をし、次の日の教材準備をする毎日でし

た。時には朝早くから開いている病院に駆け込んで、風邪をひいた娘を診ていただいてから出勤すること

もありました。さらに、父が病気で倒れ、退勤後、病院によって洗濯物を持って帰る日が続きました。 

そんな状態であったからこそ、勤務する以上、甘えな

いで皆様と同じように働こうとして、自分なりに背筋を伸ば

していたから、そう言われたのでしょうか。 

過ぎてきた日の思い出です。 

さらに時がたち、加齢臭などと言う言葉が気になり始め

た今日この頃ですが、ある喫茶店で 
 

雲の如く生き 
水の如く歩み 
風の如く去る、香り残して 
 

の色紙に出会いました。 

さて私はどんな香りを残せるのでしょうか。 

 

 

 

－10－ 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



－１１－ 

№305 Ｑちゃんこと高橋幸枝さん 
 
 
 
 
 

Ｑちゃんの出身 

Ｑちゃんは山梨県の出身です。ご主人は新潟で

す。お二人が知り合ったのは同じ大学に通ってい

て､アルバイト先が一緒だったのだそうです。デパ

ートの戻り品係といって､お中元などで発送され

た商品が宛先不明で返ってきた時､調べ直して発

送する仕事で､包装の仕方も覚え､おもしろかった

と話されました。 

Ｑちゃんは卒業して小学校の教師になりました。

上田の会社に勤めていたご主人と結婚し､６年間

の教職を辞めて上田に住むことになりました。 

娘さんのこと 

最初の娘さんが知的障害を持って生まれ､病院

通いも多く､下の二人の子育てもあり､当時は大変

だったと話されました。やがて娘さんは､いずみ園

という障害児通園施設に通いました。 

卒園後､いずみ園の一人の先生がレスパイトサ

ービス(障害を持った子の親が一時休息

できるように子供を預かってくれる)を

始めてくださり､授業参観や冠婚葬祭へ

の参加が楽になり､放課後の居場所にも

なったそうです。最初は公的な支援は何

もありませんでしたが､そのうちにタイ

ムケアサービスといって障害のある子供

を預けるのに､市が１時間いくらと援助

してくれるように変わったそうです。 

長女は上田市立東小学校へあがりました。廊下

でひっくり返ってばたばたしたりして､先生方や

原級の友達には大変お世話になったと話されまし

た。 

小・中学と地域の学校で過ごし､上田養護学校高

等部に入りましたが､卒業した後の行き場所がな

いということで､レスパイトの先生や親たちとい

ろいろ活動をしてできた､障害のある子が働く喫

茶店､「ぽけっと」に娘さんを通わせることにしま

した。 

最初は｢ぽけっと｣と､山
やま

昇
しょう

という野菜加工卸会

社で､短時間ずつ働きました。今では山昇のパート

社員として採用され､新田から住吉の会社まで電

動自転車で通っているそうです。 

ＳＯに参加して 

スペシャルオリンピックス(ＳＯ)といって知的

障害者のスポーツの場があり､参加しているそう

です。毎日曜日バスケットボールやボーリングが

あり､冬はフロアホッケーをするのだそうです。 

長野県中の選手の親子が年に一度､黒姫高原や

高遠青少年自然の家などで合宿し､子供は子供だ

けで自立するためにコーチ､ボランティアと過ご

し､親は親で､「１０年後の私」などのテーマで話

し合いをするのだそうです。 

娘さんは 2004 年のＳＯ国内大会で閉会式の挨

拶をしたそうです。Ｑちゃんは｢とても無理です｣

としり込みしましたが､コーチは本人に決めさせ

ましょうといいました。娘さんは「やる」といっ

て見事に役目を果たしたそうです。 

2005年は選手ではなく､タイムキーパーとして

時間を計る仕事をして､立派に試合に参加しまし

た。 

うつ病になって 

Ｑちゃんは､娘さんが中学生になったとき上田

社会教育大学文学科に入りました。 

しばらく前に山梨のお母さんが認知症になり､

すべて一人で抱え込んでしまい､山梨に行ったり

来たり､心身が疲れてしまい､うつ病になってしま

いました。 

その後､お母さんが入所して､介護から

解放されました。Ｑちゃんは落ち込んで

いたときも､家に犬(キャバリア キング 

チャールズ スパニエル)がいたのでどう

しても散歩しなければならず外に出てい

ました。 

Ｑちゃんの後から上田社会教育大学に

入ってきたにゃんこ先生に｢ま～ゆ｣を勧

められました。入会して先ず驚いたこと

は､娘さんが大変お世話になった先生､ばくちゃん

がいたことでした。 

ま～ゆに参加して 

ま～ゆでは繭玉作りやお花見等に出席していま

す。うれしかったことはお花見で､グラジオラスの

球根を頂いたことです。それを畑に植え､朱色の鮮

やかな花が咲くまで見ることができたからだそう

です。 

「ま～ゆ味噌作りに参加しませんか」とお誘い

すると「新潟のお義母さんが手作り味噌や野菜を

送ってくれるの､楽しみを取ってしまっては悪い

から」と話されました。やさしいＱちゃんです。 

Ｑちゃんのこれから 

今までは娘さんやお母さんのことで頭がいっぱ

いでしたが､これからは自分の楽しいことをして

いきたいといわれました。 

ヨガを月２回､近所の方に誘われてフラダンス

も始めたそうです。今年の６月には文学を学ぶ仲

間と､２泊３日で津軽半島を回って､太宰治の生家

など見てきてとっても楽しかったと話されました。 

元気になったＱちゃん､ま～ゆの行事にたくさ

ん参加してください。 ミーすけ 記 
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脱石油社会の可能性と脆
もろ

さ― 

｢私たちの生活｣と｢キューバの実験｣ 
№114 辛口  

７月と８月に「キューバ」をテーマにした二回の連続講座

が開かれました。いずれも石油がなくなったときに、石油な

しで私たちはやっていけるのか、そしてそれはどんな生活な

のか、を「キューバ」に事例をとって紹介したものでした。 
 
ご承知のように、キューバは1959年にアメリカの経済的

支配とその傀儡
かいらい

政権に対する独立戦争=「キューバ革

命」を成功させたことで有名です。8月の講師、吉田太郎

さんが紹介されたようにこの「革命」は「社会主義革命」で

はなく、貧富の格差をなくす革命だったのですが、アメリカ

の経済（石油）制裁に対抗するため当時のソ連圏入りを

宣言（1961）して「共産圏」の一員となりました。 
 
アメリカの喉元に位置する共産主義国家として、ソ連

は全面的な支援を行い1962年にはキューバへの対米ミサ

イルの設置をめぐって、米ソ核戦争の一歩手前までになっ

たことは記憶に新しいところです。政治的にはそうであって

も、経済的にはアメリカの石油制裁に対抗するためにソ連

の石油援助に乗り換えたというのが実態です。太平洋戦

争時代の日本が石油制裁に対抗するためインドネシア

（当時オランダ領）の油田地帯を狙ったのと同じ構造です。

キューバは石油と食糧の 8 割をソ連に依存していたという

ことです。 
 
ところが頼みのソ連が 1991 年に崩壊して石油の供給が

止まってしまい、否応なしに石油抜き社会を構築せざるを

得ないことになってしまいました。それが「キューバの実験」

として注目されたのです。連続講座で紹介された二本の

ＤＶＤはその様子を生き生きと伝えています。やれば出来

る。熱帯での有機農業、みみずによる土地作り、長大バ

スの導入など苦労を重ね、伝統的な技術の復活など、エ

ネルギーと食糧の自給自足を作り上げていく様子はまさに

感動的です。こうした「キューバの実験」は 2000 年には一

応の完成のレベルに達しました。大量生産と大量消費と

大量廃棄の社会に代わる自給自足社会のイメージが具

体的に示された意義はいくら強調してもしすぎることはあり

ません。二本のＤＶＤはここで終わっています。ハッピーエ

ンドです。 
 

しかし、今回の吉

田太郎さんの講演に

私は大きなショックを

受けました。キュー

バの経済は 2000 年

以降再び石油依存

に戻りつつあるという

のです。自給自足経済が回転し始め、経済が安定して

豊かになり始めると、石油を買うお金が出来、皮肉にも再

び石油経済に回帰し始めたというのです。日本でも 1970

年代に石油ショックでトイレットペーパーの買い占めなどの

パニック状態に

なったことがあり

ました。これは

産油国の価格

政策によるとこ

ろが大きかった

のですが、日本

だけでなく世界

の政治家が「資

源有限」、「代替エネルギー」、「石油漬け生活からの脱

却」を叫びました。この動きも北海油田の開発一発だけで

あえなく潰
つい

えました。2006 年ごろとされるピークオイル説に

対しても根強い抵抗があり、新しい油田開発は無理を重

ねて強行されています。2010 年のメキシコ湾の石油掘削

事故の被害のひどさは目を覆うばかりでした。回復できな

い自然破壊がまかり通っているのは原発だけではありませ

ん。アフリカの鉱山などの地下資源の開発は地球最後の

大乱掘を思わせます。 
 
安心して暮らしていける、それこそ持続可能な社会を

目指す第一歩に成功しながら、成功した瞬間から後退し

ていく現実を私たちはどう考えていったらいいのでしょうか。

私がひそかに考えているのは、またしても「お金」の問題で

す。お金の「魅力」と「魔力」に正面から向き合い、単なる

「お金離れ」ではない、お金の本質を見極めたお金に負け

ない働き方、生活の仕方を個人的にも、地域的にも作り

上げていく技術論･方法論を考えていきたいと思うのです。 
 
振り返れば、社会主義革命も第一次「キューバ革命」

も、政権獲得後に「お金」の「魅力」と「魔力」に負けてしま

ったのではないでしょうか。東ティモールや「アラブの春」も同

じ轍
てつ

を踏まないという保証はありません。現代資本主義は

金融業だけが成長する自滅過程に入っています。お金は

資本主義の下で、主である資本主義をも食いつぶしつつ

あるというのが私の昨今の率直な印象です。 
 
その意味でケイちゃんの最近の「エンデの遺言」（お金の

本質）の再考（原点に帰る）に賛成です。お金の根源を

問うことは、脱資本主義や反資本主義や反グローバリゼ

ーションといったレベルを超えた、人間とお金の根源的な

関係をどう構築しなおすかの問題だと思うのです。それは

私たちがどうすればお金の主人公になれるのか、あるいは

どんな種類のお金を作り出していけるかという問題です。 

といっても別に気張る必要はありません。「ま～ゆ」がこ

れまでやってきたことをお金の観点から整理し、その延長

上に活動していけばいいだけの話です。高村光太郎流に

言えば「ま～ゆ」の前に道はない、「ま～ゆ」の後ろに道は

出来るのです｡ 

 



前号の解答  左から 

アンヂンさん・ばくちゃん・ごんべえさん･満里子さん 
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十
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前
の
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す
。 
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縫
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わ
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虚空蔵山城整備｢太郎山山系を楽しくつくる会｣の活動ご紹介  №7 のび太 

上田市民の山として親しまれている太郎山。その

山頂から虚空蔵山を経て尾根の西端、和合城跡まで

の縦走路（約 6 キロ）の整備を目的に有志が集まっ

て活動を始めたのは今から8年前のことです。以来、

西部公民館の協力のもと、春と秋の整備を続けてき

ました。うれしい事に最近は山岳雑誌の紹介やネッ

ト情報をもとに県内外からトレッキングに訪れる方

が増えてきました。 

山城研究をされている宮坂武

男先生の講演会が昨年行われた

のを機に、縦走路道中の昼食ポ

イントでもある虚空蔵山城跡整

備が南条生産森林組合さん（坂

城町）との共同作業で始まりま

した。 

宮坂先生が巻き尺を手に藪の

中を這いずりながら調査して描

かれた虚空蔵山城の全体像もし

っかりと現れ坂城町方面の眺望

も良くなり山頂の景色が一変し

ました。もともとこの尾根を挟んでは村上氏がいわ

ゆる「村上連珠砦」を設けて以来、つねに対立の境

であった場所であり、現在の上田城（尼が淵）も、

その後、上杉景勝が支配していた虚空蔵山城に対峙

するために真田昌幸が築いたといわれます。 

虚空蔵山整備と同時に進めている作業が縦走路沿

いの樹木調査です。これは昨年「上田自然に親しむ

会」の皆さんが太郎山裏参道の植物表示板の設置を

行いましたが、それを縦走路沿いに延長し、より歩

く楽しみを増やそうという主旨で始めたものです。

また、この山頂の南斜面にはシモツケ、イブキジャ

コウソウ、エゾカワラナデシコなどのピンクの花で

７月の初旬は覆われます。薮を刈り払えばこの面も

広がりお花畑の虚空蔵山として売り出せる？かもし

れません。 

太郎山山頂はじめ縦走路沿いにい

くつかあるビューポイントからは、

市街地はもとより市全域（四阿山か

ら美ヶ原まで）を見渡すことができ、

条件が良ければ富士山から北アルプ

ス、北信五岳までもが望めます。標

高1000メートルほどの低山でこれほ

ど展望が楽しめる場所は少ないでし

ょう。 

 

虚空蔵山山頂までは１時間ほどの

険しい山登りが必要ですが、それだけに汗をかく

清々しさは格別のものがあります。山頂整備は年内

11月3日（土）12月1日（土）に計画されています。

皆様のご参加をお待ちしています。 

詳しくは23−2810（早川）までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

№２ 中島ごんべえ 

例年ならば稲刈りを終えた棚田に立っての感慨を書いている筈なのに、今年は稲刈り中止、収穫ゼロ。むなしさ

と無力を感じています。 
 

8月31日に翌日から落水（今季の水路の配水止め）になるので、

最後の水管理に出向きました。5枚の棚田はたわわに実り、豊作を

約束してくれているようでした。ところがその３日後、清さんの奥さ

んから猪が出ているとの連絡をもらい、駆けつけて見ると何と上の

一枚を除く四枚の田は無残にも猪の運動場になって踏み荒らされ、

泥まみれになっていました。穂先も食い尽くされているところを見

ると鹿も競演したのかもしれません。呆然と立ち尽くしながら、来年

はどうしようか思い惑っていました。 
 

暫くして冷静になるとある疑問が湧いて来ました。なんで我々の

田んぼだけやられるのだろうか？確かに近所の田の殆んどはネッ

トを張り巡らせて防御していますが、張ってない田もあり、猪は入っていなそうです。そうか我々の田んぼには彼ら

にとって何か魅力があるに違いない、無農薬農法の証明かも。さらに我々の田が犠牲になって周りの田を守って

いるとも思えます。 
 

苦し紛れの自己弁護、自己満足のごんべえでした。 

その後、鴨川の林さんの話を聞き、10 年前、我々がなぜ条件の悪い須川の棚田を選んでプロジェクトを立ち上

げたのか、原点に立ち返って考えてみようと思い直しています。皆さんともじっくり話し合って見たいと思います。 

宮坂武男著「図解 山城探訪」より 

イノシシの ぬた場 (イメージ) 



 
里都 (さと )プロジェクトとは  

「都市」と「地域」との新しいつながり方・関わり方を、実
践から学び、考えていくプロジェクトです。 
「持続可能な幸せを感じる社会づくり」、重要なキーワード
だと思います。  
この新しい社会づくりのためには、「都市」と「地域」との
新しい関係性を模索し、先行事例に学び、育んでいくことが
重要ではないかと考えています。  
そこで里都（さと）プロジェクトでは、  
「様々な地域で、都市と地域をつなぐ活動を行っている
方々」と、「都市に住み、地域との縁をつくりたいと考える
方々」との出会いの場をつくり、お互いが学びあい、双方
にとって新しい関係性を培うきっかけづくりに取り組んで
いきたいと考えております。  

－15－ 

今後も、ご縁をつないでいただければ嬉しく

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

レイ 

～持続可能な里山ネットワークの未来に向けて～ 

 
 

 

 

 

■ 実施日：１１月１３日（火）～１４日（水） １泊２日 

■ 日程＆主な視察先 

[１１月１３日] 

集合：上田市民体育館前（7:00）出発→鴨川市釜沼北集落で「地球生活楽校」や炭焼き小屋＆棚田オーナー制の

棚田を見学。長老たちと交流→大山青少年研修センター（宿泊）地元で   半農半ＸＹＺな暮らしをしている方たち

との交流会。 

[１１月１４日] 

「大山千枚田」見学→「鴨川自然王国（会員制多目的農園）」見学と意見交換→「百一姓（ひゃくいっしょう）」訪問

→「笹谷窯＋カフェＳＡＳＡＹＡ」訪問。都市農村交流について、お話を伺う。（13:30）発→上田市民体育館（18:30） 
 

■参加費：9,000円（宿泊費、14日昼食代、資料代、保険代など） 

■申し込み方法 参加希望者は、名前、住所、電話番号、年齢を電話かFAXで下記へお知らせ下さい。 

■申し込み先 電話：0268-27-1230（ 前田） FAX：0268-27-3186（安井） 

■締め切り １０月３０日（定員になり次第締め切ります） 問合せ：☎０２６８-２７-１２３０ （前田） 

※ 視察先と内容の詳細は後日参加者にお送りします。 
 

 

 

 

9月21日 鴨川の林良樹さんのご縁で､東京の“里都（さと）プロジェクト„ のコアメンバー大木

浩士さん･濱谷玲子さんの２名が蚕都くらぶ･ま～ゆの視察に訪れました｡ま～ゆからは６名が寿限

無でお迎えし、活動の様子をお話ししました｡ 

昨年暮に発足し､地域通貨を導入したいとのことで､11月には第11回フォーラムでケイちゃんが

講師としてよばれています｡ 
 

過日は、長時間お付き合いいただき、本当にありがとうございました。 

お話をお伺いし、活動の場を拝見して、私自身得るものがとてもとても

多かったです。 

ケイちゃんはじめ「ま～ゆ」のみなさまが、初めてお会いしたにも関わら

ず、あのようにあたたかく迎えてくださったことに、心より感謝致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災と福島原発事故は、私たちの暮らしや

社会のあり方に大きな問いを投げかけました。「便

利で快適な暮らしがしたい」「お金が一番大事」と

いう価値観やライフスタイルは、実は環境や地域経

済、農業、そして人間らしい暮らし方や豊かな人間

関係を壊してきました。このツアーでは、林良樹さ

んを案内人に、鴨川で〝半農半Ｘ〟的暮らしを実践し

ている方々と出会い、歩いて、見て、語って、３.

１１後にどのような未来をめざし、日々の暮らしで

どのような選択をしていけばいいかを考えます。 



本当にま～ゆの沢山の方のご協力がありがたかったです。そして、ま～ゆの顔が沢山みることができて、嬉し

かったです。ありがとうございました。 

朝早くからのおにぎり作り、暑い中での販売、たくさーんの野菜とお米・・・見えないところにも沢山のかたの想

いと協力があるんだろうなぁ～って考えるだけでも、感謝の気持ちでいっぱいです。 

義援金たしかにしっかり届けさせていただきます！！ 

つながるスタッフは皆さんからの気持ちがつまった野菜とお米セットを福島に送りました！ 

温 森 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

震災から１年半たった今、震災のことが風化してきています。でも、

私たちは被災地を、そして 3.11の震災を忘れない----という想いを

込めて、今回第 6 回つながるマーケットを開催しました。イベント当

日はお天気にも恵まれ、出店数も６７店舗と過去最高で来傷者数も

前回よりは減ったものの､800人近くになりました。 

出店者の方々には、前回同様、利益の５割を義援金にしていただ

くようお願いしました。また、会場には義援金箱をおかせていただき

ました。 

そしてステージでは 11組のグループ、個人の方が日ごろの成果を発表してくださり、被災地への想いをそれぞ

れ話していただきました。入口付近には、映像コーナーを設けて、津波の被災地の映像、そして原発の被災地関

連の映像を流して関心を集めました。 

義援金は、前々回の４回目から交流のある、岩手県大槌町の学校再建への費用として寄付させていただきます。

子供たちが少しでも早く新しい校舎で学び、遊び、そして元気になってほしいと願い、未来を担う子供たちに送り

ます。 

私たちは、また今回生まれたつながりを大切に、このイベントを定期的に続けていきたいと思っています。 

ご協力をいただきまして、誠にありがとうございました。 つながるプロジェクト代表中村亜季 
 

●収入 

・出店者義援金 276,778円（内ま～ゆから13,000円） 

・募金箱  8,609円 

・実行委員ブース 36,300円 

(縁日・野菜ほか) 

・個人的な寄付 35,000円 

合計○Ａ 356,687円 
 

●支出 

・事務雑費合計○Ｂ  26,315円 印刷、紙代 ほかに消耗品） 

○Ａ－○Ｂ 330,372円 

★この金額が大槌町の学校再建費用になります。 

 

 

 

 

 

 
  



ま～ゆ市 
１２月１０日（月）  

夜7 時～ 
中央公民館 
第 1会議室 

 

 

“ま～ゆの香り„ ―編集を終って 
他人の匂いは気になっても､自分のそれは案外分から

ないものです｡ 

｢何気なくしてきていること｣が他所
よ そ

から注目され｢すごい！｣

と評価されて気が付くことがあります｡鴨川の林良樹さんの｢ま

～ゆレポート｣は正にそれでした｡ 

全国フェスタ以来､ま～ゆは全国から熱い視線を浴びてい

るらしく､10年の歴史に私たちはもっと自信をもっていいので

はないでしょうか｡ 

ま～ゆ市やイベントへの参加者が頭打ちで､マンネリ化の

懸念がないとはいえませんが､それをもって｢ま～ゆに陰り｣と

見るのは誤りです｡この会報では常に初登場の投稿者があり

ます｡どのような形であれ､どこかでつながっていればそれで

良いのです｡ 

見えないところで｢ま～ゆ交換｣や｢会員交歓｣が日常的に行

われているのを､私は目にし耳に入れています｡｢何気なく

…｣これこそ地域通貨の原点であり､“ま～ゆの香り„ です｡ 

10月のま～ゆ市で｢ま～ゆに入ってよかったこと｣の語り

合いがあり､70号の特集にしたいと考えています｡参加でき

なかった方々の投稿をお待ちしています｡ 

都々平 

 

 
蕎麦処 いちや   №312 牧野隆彦 

● お食事代の 5％をまーゆでお使いください 

● 環境やお財布にもローインパクトな蕎麦屋を目指していま

す平日は予約制となっています  

※前日までにご予約頂いたお客様には一品サービスします 

上田市住吉1160 ℡25-1841／携帯080-5140-6689  

 

 

代 表  安 井 啓 子 

ま～ゆ 連絡先  前 田 光 俊 

 〒386-0041上田市 秋和  503-6 
  TEL  27-1230 

ホームページ （地域通貨 ま～ゆ を検索） 
 

 

予 告 １１月 11日(日) 
午前１０時～午後３時 (予定) 

現在、以下のような内容を検討中｡ご意見をお寄せください｡ 塩田公民館  

レクリエーションチーム ラジオ体操･室内ゲーム･ 

ま～ゆ寺子屋チーム 地域通貨の原点を学ぼう 

ＤＶＤ鑑賞“エンデの遺言-根源からお金を問うこと„  
 
※ 詳細は後日 案内状で(郵送します) 

 

 

 会 場  上田市中央公民館 2階第1会議室 
 
★ 10月 22日（月）19：00～21：00ＤＶＤ 上映 
２００８年アメリカ映画 ロバート・ケナー監督｢フード･インク ごはんがあぶない｣ 

「きょうのごはん選びが必ず変わる 食ドキュメンタリー」です。 

「ありあまるごちそう」の前編的な作品、乞う、ご期待！ 

 

 

 

街の気軽なマルチメディアショップ 

㈲ 伸和印刷   №57中澤 
● ご利用金額の 10%まで「ま～ゆ」をお使いください 

● 今、流行りの自分史を作ってみませんか? 

● 会議資料作りに便利な、製本機能付き 

高速デジタルコピー機導入しました 

上田市国分１-７-12 

℡22-7710 Fax22-7718 


